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研 究 の 場 と し た 研 究 プロジェクト
（STAGE：Studies on Antarctic Ocean 
and Global EnvironmentおよびREGAL：






































































































































































































3月24日、「EJIRI SYMPOSIUM ON 





































































































































































































































































































































































































































































































































































Polar Meteorology and 
Glaciology
 Vol. 19
　主に雪氷学、気象学、海氷・
海洋物理学を対象として、近
年の極域気水圏シンポジウム
で発表されてきた研究成果を
中心に10編の論文が掲載さ
れている。研究論文は次の5
編である。雪の形成過程に注
目して水蒸気と雪の同位体分
別における過飽和度の影響を
室内実験から明らかにした研
究。渦解像海洋大循環モデル
を用いたCFC-11をトレーサ
ーとする南極深層水の広がり
のシミュレーション。昭和基
地から約80km内陸に位置す
近刊紹介 るH72地点で掘削された浅層
コアの化学成分濃度詳細分析
結果。耐圧容器を用いたCO2
ハイドレートチムニーの形成
実験。オホーツク海における
メタン濃度分布に見られるア
ノマリーの観測的研究。そし
て、研究ノートは、1994～
1997年の冬期3シーズンにカ
ナダ・ユーレカ基地上空にお
けるECCオゾンゾンデキャ
ンペーンにより観測された成
層圏オゾンの減少について、
スバールバル諸島・ニーオル
スン基地におけるXバンド
鉛直レーダーの反射強度特性
からノルウェー海上空の低気
圧の活動を考察した研究、南
極氷床上の圧雪滑走路の造成
を想定し北海道・陸別町で行
なわれた圧雪実験、積雪を伴
った海氷の融解過程における
海氷の諸物理量の変化を室内
実験により捉えた初期解析結
果、の4編である。最後に、
流跡線解析モデルの開発経過
の詳報１編がレポートとして
収められている。
　桜が咲き、観測隊が帰国、
そして移動の季節の春が来
た。4月から総研大の5年一
貫制博士課程がはじまり、極
域科学専攻にも初めての学部
卒業生が入学する。極地研に
来る人、戻る人、去る人、そ
して残る人にとっても、新し
い季節が実り多きものになる
ようにと思う。
　年度末の忙しい中、急な原
稿を引き受けてくれた皆様、
どうもありがとうございまし
た。おかげさまで年度内の発
行に間に合うことができまし
た。 （加藤明子）
バクテリア
雪氷藻類
15μm
